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群馬県立県民健康科学大学は、平成17年度の開学以来、看護

師、保健師及び診療放射線技師を数多く育成し、地域の保健医療
機関や行政機関等へ輩出されています。また、平成24年度には地

域連携センターを設置し、大学が所有する知的財産や研究成果な
どを、県民や保健医療従事者、行政などに還元し、地域の医療水
準や県民の健康水準の向上を支えるなど、大学の第３の機能であ
る「地域貢献」に努めてこられました。
昨年度には公立大学法人化され、これまで以上に自主的・自律

的な運営が可能となったことから、地域に開かれた教育研究の拠
点として、群馬県はもとより社会全体の発展に寄与することが期待
されています。

群馬県健康福祉部長 武藤幸夫

「地域貢献」と「行政との協働」
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第２回 公開講座

【テーマ】 手・足・口を使った頭の体操で脳を活性化しよう！
【日 時】 令和 ２年 ３月14日(土）13時～15時10分 （12時30分受付開始）
【講 師】 群馬県立県民健康科学大学 講師 樋口 友紀 講師 福島 昌子
【申込方法及び詳細】 詳しくは本学のホームページをご覧ください

さて、我が国は、超高齢社会に突入し、本格的な人口減少社会が到来しました。疾病構造の変化や
医療の高度化の進展など、大きな変化に直面しています。本県においても、65歳以上の人口割合が
30％に迫る中、持続可能な社会保障制度の確立は喫緊の課題であり、「健康寿命の延伸」は県政の
重要課題です。

県では、全ての県民が心身ともに健康で質の高い生活を送ることを目指した「元気県ぐんま」実現の
ため、「ぐんま元気（GENKI）の５か条」を制定し、実践力を高めるための「元気に“動こう、歩こう”プロ

ジェクト」を始動するなど、「健康寿命延伸県民運動」を推進しています。また、受動喫煙防止対策を積
極的に進めるとともに、食育の推進、疾病対策、がん検診受診率の向上、歯科口腔保健対策、フレイ
ル予防など、「活力ある健康長寿社会づくり」への取組を総合的に推進しているところです。こうした健
康づくり対策の展開に当たっては、科学的根拠に基づいた取組が重要であり、保健医療のビッグデー
タを活用した課題分析や分析結果に応じた実践プログラムの開発・実践、データに基づく評価を通じた
対策を進めていくためにも、県民健康科学大学との協働が不可欠だと考えています。

地域から信頼され、魅力ある大学であり続けるとともに群馬の未来を創生していくため、医療の高度
化・専門化に伴う県民の医療に対するニーズの多様化への対応や、人々の生涯にわたる健康水準の
維持・向上など、教育・研究の更なる充実と、「地域貢献」及び「行政との協働」の、より一層の取組が
図られることを期待しております。
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お知らせ

共同研究・若手研究発表会 看護学部および診療放射線学部の教員による研究成果の発表会を開催します。
皆様のご参加をお待ちしております。

【日 程】 令和２年３月１２日（木） 【対象者】 群馬県内で従事する保健医療関係職者
※詳細は、本学ホームページでお知らせします。

学生の活動報告

日韓の関係が良くない状態ですが、何回かの訪韓により、韓
国の方のやさしさ、親切さを知っており、また、毎回熱烈な歓迎
を受けていたため、何の心配もなく高麗大学校短期海外研修に
行って来ることができました。学生さんがニュースを見ただけで
は感じることのできない世界を知り、超名門大学の先生方、学
生さんと共に学び、ともに交流できたことは貴重な体験であった
と思います。

令和元年度高麗大学校短期海外研修に参加して

■MOMONOKI：大学の横を流れる 桃ノ木川

大学のすぐ横を流れる桃ノ木川。

赤城山を源流とする自然河川ではなく、実は利根川を分流する農業用水
路です。川の長さはたったの15kmですが、川岸にはサイクリングロードも
整備され、赤城山を背景に四季折々の風景が楽しめます。

本学の学生も春にはバーベキューをし、花を植え、夏には川岸の草むし
りをして桃ノ木川に親しんでいます。

活動紹介：地域包括ケアを支えるナースのためのスキルアップセミナー

「看護師特定行為研修～ワンステップアップの資格を目指すための知識～」

地域連携センター長 齋藤 基

診療放射線学部 小倉敏裕

２０２０年度に開講予定の看護師特定行為研修事業の一環
として、群馬県慢性期医療協会と本学の主催によるセミナーが
９月２４日に本学の第２１講義室で開催されました。

情報提供では、群馬県医務課の永井佳美看護係長から「看護
師特定行為研修に対する県の取り組み」、本学看護学部の飯田
苗恵准教授から「看護師特定行為研修って何？」、群馬県看護

協会の荻原京子会長から「日本看護協会が考えるこれからの資
格のあり方」のテーマで講演をいただきました。シンポジウムでは
「活躍できる特定看護師」をテーマとして、内田病院の田中志子
理事長がコーディネーターを務め、大誠会グループの大嶋玲子
看護師、美原記念病院の髙橋陽子看護部長から話題提供をい
ただき、意見交換を行いました。参加者は、病院等の看護管理
者を中心に１００名を超え、看護師特定行為研修に対する関心
の高さが窺われました。


